非公式訳（公式文書は英文原文）

日本―イスラエル共同プレスリリース
2015年1月19日

1. 2015年1月18日から20日に渡り、日本の安倍晋三首相はイスラエルを公式訪問し、ベンヤミン・ネタニヤフ イスラエル首相との首脳会談に臨みました。

両首脳は2014年5月のネタニヤフ首相訪日の後、全ての分野、特に「日本･イスラエル間の新たな包括的パートナーシップの構築に関する共同声明」に示された分野において、二国間関係が着実に発展していることを高く評価しました。　両国首脳は以下に記載される分野における明確な業績を評価しました。
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· 2014年6月、イスラエル宇宙局局長が初訪日し、日本の宇宙関連省庁の関係者と意見交換を行いました。

· 2014年7月、経済産業大臣がイスラエルを初訪問しました。その際、ベンチャービジネス、ハイテク研究開発、そしてサイバーセキュリティーにおける投資を話し合う日本・イスラエル・ビジネスフォーラムが開催され、産業研究開発分野における協力の覚書が、経済産業省とイスラエル経済省の間で取り交わされました。

· 2014年7月、総務大臣がイスラエルを初訪問しました。この訪問では持続可能な経済成長と社会経済活動にICT（情報通信技術）が果たす役割の重要性に対し、イスラエル通信大臣との理解が強化されました。

· 2014年7月、日本の国会議員がイスラエルを訪問し、日本･イスラエル両国国会議員間での協力推進を希望することを再確認しました。

· 2014年7月、新エネルギー·産業技術総合開発機構とMATIMOP（イスラエル産業技術研究開発センター）間の産業研究と開発における協力に関する覚書が交わされました。

· 2014年10月、文部科学大臣と、訪日していたイスラエル科学技術宇宙大臣が意見交換をし、科学･技術における更なる協力に関して確認しました。

· 2014年10月、エルサレムでジャパンカルチャーウィークが開催され、食文化を含む日本の様々な文化が紹介されました。日本全国ではイスラエルの文化活動が行われました。

· 2014年11月、イスラエル首相府長官を団長とするイスラエル産業経済ミッションが訪日の際、研究開発協力、サイバー協力、貿易投資の促進において、イスラエル･日本間のワーキングセッションが行われました。

· 2014年11月、日本･イスラエル間でサイバーセキュリティーにおいて初となる対話が交わされました。

· 2014年11月、イスラエル教育大臣訪日の際、日本文部科学大臣と意見交換し、今後の教育と青少年交流の分野における協力について話し合いました。

· 2014年12月、第8回日本･イスラエル戦略的協議が東京で行われました。

· 2014年12月、日本の国家安全保障局代表者がイスラエルを訪問し、イスラエルの国家安全保障会議メンバーと高官レベルで意見交換をしました。

· 2015年1月、日本科学技術振興機構とイスラエル科学技術宇宙省間における科学的協力に関する覚書が署名されました。ICT（情報通信技術）分野の確証研究プログラムの実施と同時期に交わされました。

2. 安倍首相は、今月初めにイスラエル政府が承認した「日本との経済関係・協力を強化するための計画」を歓迎しました。

3. 両国は上記の分野における推進努力継続の必要性と以下のその他の分野における協力促進を強調しました。

· 日本とイスラエルの防衛施設間の交流
· 新エネルギーとサイバーセキュリティー分野での協力
· 関西圏のためにイスラエル貿易事務所を大阪に設置
· 投資協定の交渉立ち上げに向けた予備協議の開催
· 第7回日本･イスラエル科学技術合同委員会会議の開催
· 第7回経済合同ワーキンググループミーティングの開催
· イスラエル付与の合同研究助成を2015年に50％増加
· 今後3年間に渡り、500名の若手リーダーが日本からイスラエルへ訪問する計画の推進
· 双方の観光を両国共に促進
直行便の就航、ワーキングホリデーの取り決めなどの課題を前進させるための相互努力の推進
· スポーツ・フォー・トゥモロープログラムの下、スポーツ分野での相互協力および交流を促進

4. 更に、両国共に地域問題について話し合い、アジア太平洋及び中東地域における平和と安定のために、今後も緊密に協力していくことを確認しました。
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